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地
域
の
明
日
を 

 
つ
く
る
ひ
と 

Interview 

 

本
を
め
ぐ
る
状
況
が
厳
し

い
な
か
、
山
陰
で
書
店
を
展

開
す
る
今
井
書
店
グ
ル
ー
プ

が
取
り
組
む
「
知
の
地
域
づ

く
り
」
。
活
動
を
担
う
「
認

定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
本

の
学
校
」
の
五
丁
泰
次
郎
事

務
局
長
に
お
話
し
を
伺
い
ま

し
た
。 

︱
「
本
の
学
校
」
の
成
り

立
ち
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。 

本
の
学
校
は
、
市
民
の
読

書
推
進
や
図
書
館
づ
く
り
の

運
動
と
、
今
井
書
店
・
三

代
、
今
井
兼
文
の
「
ド
イ
ツ

の
よ
う
に
出
版
文
化
を
支
え

る
職
能
学
校
が
必
要
」
と
い

う
遺
志
を
継
ぎ
、
創
業
一
二

〇
周
年
事
業
と
し
て
一
九
九

五
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
三
月
に
は
、
よ

り
中
立
的
で
横
断
的
な
取
組

み
を
展
開
す
る
た
め
、
今
井

書
店
か
ら
独
立
さ
せ
「
特
定

非
営
利
活
動
法
人
」
と
し
て

い
ま
す
。
山
陰
（
米
子
市
）

と
東
京
の
二
拠
点
が
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
地
域
と
全
国

で
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。 

︱
「
本
の
学
校
」
の
取
組

み
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。 

本
の
学
校
が
取
り
組
ん
で

い
る
「
知
の
地
域
づ
く
り
」

は
、
出
版
業
界
人
の
育
成
や

他
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、

人
が
集
ま
る
魅
力
的
な
書

店
・
図
書
館
等
を
創
り
、
来

て
く
れ
た
人
と
本
と
の
出
会

い
を
作
り
、
そ
の
人
の
読
書

習
慣
を
育
む
、
そ
し
て
本
か

ら
様
々
な
感
性
や
力
を
得
た

人
材
が
地
域
を
つ
く
っ
て
い

く
、
と
い
う
も
の
で
す
。 

そ
の
実
現
の
た
め
四
つ
の

活
動
指
針
、｢

生
涯
読
書
活
動

の
推
進｣

、｢

次
世
代
出
版
業

界
人
の
育
成
」
、｢

未
来
の
出

版
モ
デ
ル
の
創
造｣

、｢

地
域

の
学
び
場
の
拡
充｣

を
掲
げ
て

い
ま
す
。 

「
生
涯
読
書
推
進
事
業
」
で

は
、
読
み
聞
か
せ
団
体
や
図

書
館
・
学
校
図
書
館
や
地
域

の
人
々
で
構
成
す
る
「
生
涯

読
書
を
す
す
め
る
会
」
で
、

読
書
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を

伝
え
る
活
動
を
し
て
い
る
ほ

か
、
読
書
推
進
活
動
が
よ
り

豊
か
に
な
る
よ
う
、
会
員
同

士
、
読
書
推
進
団
体
同
士
で

情
報
交
換
・
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

「
次
世
代
出
版
業
界
人
育
成

事
業
」
は
、
新
時
代
の
書
店

人
を
育
成
す
る
取
組
み
で

す
。
魅
力
的
な
書
店
空
間
を

創
る
の
は
書
店
人
の
力
で
す

が
、
育
成
は
現
場
に
任
さ
れ

て
い
る
の
が
実
状
で
す
。
そ

れ
で
は
い
け
な
い
と
、
出
版

業
界
の
専
門
的
な
知
識
・
教

養
、
日
々
の
接
客
、
情
報
収

集
・
分
析
、
棚
づ
く
り
な
ど

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
場
と
し

て
、
ド
イ
ツ
の
書
籍
業
学
校

を
範
に
、
山
陰
で
「
出
版
業

界
人
基
本
教
育
講
座
」
、
東

京
で
「
本
の
学
校
連
続
講

座
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。 

「
未
来
の
出
版
モ
デ
ル
創
造

事
業
」
で
は
、
毎
年
、
東
京

で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
こ
れ
か
ら
の
出
版
・
書

店
・
図
書
館
の
あ
る
べ
き
姿

を
議
論
し
て
い
ま
す
。
直
近

で
は
、
テ
ィ
ー
ン
エ
イ

ジ
ャ
ー
の
読
書
等
を
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

「
地
域
の
学
び
の
場
拡
充
事

業
」
は
、
大
学
や
図
書
館
等

と
連
携
し
た
取
組
み
で
す
。

広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
と
、
文
学
や
哲
学
等
に
親

し
む
「
文
藝
学
校
」
を
開
催

し
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
度
は

鳥
取
県
立
図
書
館
等
の
後
援

で
、
「
ム
ー
ミ
ン
」
を
題
材

に
「
子
ど
も
と
読
書
」
に
つ

い
て
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。 

︱
取
組
み
の
な
か
で
、
ど

の
よ
う
な
課
題
を
感
じ

て
い
ま
す
か
。 

発
足
か
ら
年
月
が
経
ち
、

会
員
が
高
齢
化
し
て
い
ま

す
。
担
い
手
の
発
掘
と
若
年

層
の
育
成
が
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

地
方
を
拠
点
に
活
動
し
て

い
る
点
で
は
、
出
版
社
の
多

く
が
東
京
に
集
中
し
て
い
る

た
め
、
移
動
の
制
約
を
受
け

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
私
た
ち
は
「
地

方
か
ら
市
民
と
一
緒
に
情
報

発
信
す
る
」
、
「
地
方
か
ら

情
報
を
つ
な
げ
る
」
こ
と
に

意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。 地

域
の
疲
弊
、
衰
退
な
ど

首
都
一
局
集
中
に
よ
る
弊
害

が
指
摘
さ
れ
る
な
か
、
地
域

の
再
興
、
活
性
化
の
た
め
に

は
、
考
え
創
造
す
る
市
民
に

よ
る
地
域
の
自
立
を
育
む

「
大
学
、
図
書
館
、
書
店
、

文
化
施
設
、
教
育
研
究
機
関

等
の
協
力
に
よ
る
知
の
地
域

づ
く
り
」
と
、
「
組
織
を
越

え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

学
び
の
場
の
拡
充
」
が
不
可

欠
で
す
。 

本
の
学
校
は
、
新
た
な
読

者
、
著
者
を
創
造
・
育
成
す

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を

つ
な
ぐ
出
版
社
、
取
次
、
書

店
、
図
書
館
な
ど
の
「
出
版

業
界
人
」
を
育
成
し
、
新
た

な
出
版
モ
デ
ル
像
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
時

代
の
新
た
な
「
本
と
の
出
会

い
の
場
の
創
造
」
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

【
編
集
後
記
】 

 

本
が
人
を
変
え
、
地
域
を

変
え
る
と
い
う
考
え
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
本
に
接
す

る
機
会
を
増
や
し
ま
し
ょ

う
！
（
鳥
取
・
管
財
課
井

川
、
坂
本
、
総
務
課
濱
岡
） 

掲載している情報は、2020年1月時点のものです。 

 「本」との出会いを作り、育む 

  ～知の地域づくりの夢を求めて～ 

   認定特定非営利活動法人 本の学校 
           （鳥取県米子市） 
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